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AP型インターンシップの定義 

①ルーブリックを使用して評価する。 
②“リフレクションカレッジ” を使った期間中の
モニタリングが可能である。 

③企業側と大学との評価をチューニングする：
すり合わせる 

 
 

④企業のニーズを取り入れた問題解決型の
要素をプラスしていく。 

今
後
は 

3 

【定義1】 
ルーブリックの活用 

ルーブリックとは： 

課題の達成度を数段階に分け、達成度を判断する基
準をマトリクス形式で示す評価指標。 
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インターンシップルーブリックの構築 

ベンチマーク インターンシップルーブリック 

自律性 能動性 

規範遵守 規律性 

社会的能動性 多様性理解 

多様性理解 柔軟性 

共感的態度 情報収集・活用力 

知的好奇心 問題発見・解決力 

情報収集・活用力 論理的思考/判断力 

問題発見力 計画・実行力 

論理的思考/判断力 自己表現力 

自己表現力 意見交換・調整力 

意見交換・調整力 

計画・実行力 
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インターンシップルーブリックの構築 

具体的な手順を示す 
※担当教員の関わりも記す 

【コメント欄】を追加 

担当教員も明記 

6 



4 

企業名 参加
人数 

企業名 参加
人数 

企業名 参加
人数 

企業名 参加
人数 

丹波市 14 沖縄ワタベウェディング 2 沖縄ツーリスト株式会社 1 株式会社TAT 1 

コープこうべ 12 ワタベウェディング株式
会社 心斎橋店 

3 
ホテルグリーンプラザ
チェーン 東条湖リゾー
ト 

2 
加茂商事株式会社 サッ
カーショップ加茂 
神戸トアロード店 

1 

NPO法人未来守り
ネットワーク 

12 エスタシオン・デ・神戸 5 ガーデンテラス宮崎 1 神戸市立若葉学園 1 

関西国際空港 
（鴻池グループ） 

6 株式会社マリーマーブル  2 ウェディングギャラリー 
カリヨン高知 

1 
KCJ GROUP株式会社
（キッザニア甲子園） 

4 

株式会社コーベヤ 9 ウェディングサロンイノウ
エ元町店 

2 ラソール ガーデン・大
阪 

1 
株式会社Dreams 
 ポップコーンパパ 

2 

よかわＯＩＬ 9 通年採用株式会社 3 ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル大阪 

2 株式会社USJ 5 

株式会社中村商店 5 株式会社平安 2 兵庫ダイハツ販売会社 2 
株式会社アミティエ・ 
スポーツクラブ京都 
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阪神ロジテム株式会
社 

2 野村証券株式会社 
明石支店 

8 防衛省自衛隊兵庫地方
協力本部 

3 
特定非営利活動法人 
多言語センターFACIL 

1 

高級「生」食パン専門
店 乃が美 

1 神戸トヨペット株式会社 4 株式会社レオパレス２１ 2 アートサポート共同事業
体  

1 

株式会カース・キャリ
アセンター 

1 株式会社基陽 1 
兵庫県社会福祉事業団  
三木精愛園 

2 シェラトン都ホテル大阪 2 

播州信用金庫 
 

1 株式会社日興商会 
 

1 
インターコンチネンタル

ホテル大阪 
1 受入企業 45団体 

参加のべ人数 121名 

2017夏学期 インターンシップ実習受け入れ企業 

【定義②】 
モニタリング：リフレクションカレッジ 
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【定義③】 
評価のカリブレーションのイメージ 

 

 

情報量の違い 

◆企業：インターンシップ期間中の学生の活動を

継続的に観察している。 

◆大学：インターンシップ期間中の訪問時の活動

を部分的に観察している。＋大学での学

生の活動の姿を知っている。 

 

 

情報量の違い 

◆企業：インターンシップ期間中の学生の活動を

継続的に観察している。 

◆大学：インターンシップ期間中の訪問時の活動

を部分的に観察している。＋大学での学

生の活動の姿を知っている。 A 

※カリブレーション＝評価のすり合わせでは、どちらかの評価に合わせるの
ではなく、評価の観点の相違を認め合うことである。 
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８月以降内定者は国内インターンシップ経験者が４割 

早期内定者は国内インターンシップ経験者が６割 

 【効果①】 国内インターンシップと内定時期との関係 
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【効果②】PROGの分析結果 
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2017年度の活動① 

• 経営学科は、1年冬：業界研究実習→２年夏イン
ターンシップ→２年冬：グローバルスタディとオフ
キャンパスプログラムをカリキュラムの中に効果
的に埋め込まれており、担当教員も積極的にコ
ミットしている。 

• 人間心理学科では、オフキャンパスプログラム
の連続性が弱く、インターンシップについては担
当教員のコミットが弱い。 

→2017夏学期のインターンシップ事後学修を教員
主導で全面的に見直した。 
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◆事後学修のねらい 

ふりかえりの重要性 

• インターンシップでの経験を今後の学生
生活、就職活動につなぐ 

• 本当の成長は、インターンシップ参加後、
通常の学生生活に戻ってからである。 

• インターンシップは、成長の必要性を再
認識させる場・成長のきっかけを提示し
てくれる場である。 

◆重層的なふりかえり 

和栗百恵(2008)「体験的な学習とサービス・ラーニング」, pp50-53より 
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インターンシップ実施から評価までの
ながれを再考 

事前学修 
インターン
シップ 

事後学修 報告会 

事前学習 
インターン
シップ 

事後学習 報告会 
体験レ
ポートの
作成 

体験による学び
の定着化をみる 
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2017年度の活動② 

• キャリアチューター制度をパイロット実施する：能
動性の実現、学生同士の学び合い 

• 人間科学部のメインキャンパスの三木キャンパ
スキャリアサポート室で先行して実施する。 

• ①インターンシップ経験者で、②就職が早期に
決定した学生2名をチューターとして養成する。 

• 養成プログラムは、本学の学生メンターや学修
支援チューターのプログラム内容を参考にする。 

• キャリアセンター内も、チューターエリアの整備
のためスペースをリニューアルする。 
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今後の推進予定 
• 人間心理学科のインターンシップのフローを
完成させ、学びの成果を定着させる。 

• 参加者を増やす。＝モチベーションのある学
生を中心に勧める：ラーニングルートマップ
（学びの計画書）の活用。 

• APの成果を学内にフィードバックすることで、
学内の学びのシステムに貢献する。 
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